
インドの対アフリカ向け輸出の推移

日本が主導するアフリカ開発会議の第５回目が今年開かれ、今後の高い成長が見込まれるア
フリカ諸国との投資協定締結が話題となりました。約１０億人の人口を擁し、２０００年代の
年平均実質ＧＤＰ成長率が４.６％という成長を続けるアフリカ大陸。実はそんな巨大市場を攻
略する際の拠点として、成長国 * のひとつであるインドが再注目されています。

かつては欧州の東インド会社が拠点としたように、インドは古くから東アジア、中東、欧州
さらにはアフリカを結ぶ交通の要所としての地位を確立してきました。そのためアフリカに
は、現在でも「印僑」と呼ばれるインド人が約２５０万人も居住しており、世界の国々とアフ
リカ大陸との橋渡し役となっています。

例えば、日本の自動車メーカーのスズキもインドを拠点にアフリカ市場を開拓しています。
同国内において自動車最大手のマルチ・スズキはアフリカ向け輸出を拡大。特に低価格な小型
車の販売が好調で、２０１２年度の輸出は前年度比で５割増えています。

アフリカに古くからネットワークを持つインド企業の活用が、今後日本企業がアフリカ開拓
をしていくカギになりそうです。
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＊｢成長国｣とは、ゴールドマン・サックスが提唱する今後世界経済の成長を牽引するであろう8ヵ国(ブラジル、ロシア、
インド、中国、韓国、トルコ、メキシコ、インドネシア)を指す。

（出所）インド商務庁のデータを基にGSAM作成
＊インドの会計年度は4月から３月まで

魅力的なアフリカ市場
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